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「
政
府
は
、
公
文

書
の
改
ざ
ん
廃
棄
問

題
で
、
記
録
媒
体
を

粘
土
板
に
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。
粘

土
板
は
、
痕
跡
を
残
さ
ず
に
書
き

換
え
が
難
し
く
、
焼
却
す
る
と
焼

き
固
め
ら
れ
て
保
存
性
が
増
す
な

ど
利
点
が
多
い
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

文
明
で
発
展
し
、
議
会
制
民
主
主

義
が
苦
手
な
国
に
ふ
さ
わ
し
い
方

法
だ
」
と
い
う
嘘
ニ
ュ
ー
ス
を
見

つ
け
た
（
虚
構
新
聞
よ
り
）
▼
有

史
以
来
、
石
や
紙
、
フ
ィ
ル
ム
、

磁
気
テ
ー
プ
、
光
デ
ィ
ス
ク
な
ど

の
記
録
媒
体
が
利
用
さ
れ
て
き

た
。
基
本
要
件
は
「
書
き
込
め

る
」「
読
み
出
せ
る
」「
保
存
で
き

る
」
の
３
つ
だ
。
新
し
い
媒
体

は
、
高
速
、
大
量
、
書
き
換
え
な

ど
「
書
き
込
め
る
」
で
は
優
位
だ

が
、「
読
み
出
せ
る
」
に
関
し
て

は
弱
い
。
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は
ま
だ

し
も
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
ベ
ー
タ
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
ビ
デ
オ
も
再
生
装
置
の

寿
命
が
近
く
、
シ
ン
グ
ル
８
は
も

う
見
ら
れ
な
い
▼
「
保
存
で
き

る
」
は
ア
ナ
ロ
グ
が
圧
勝
だ
。
約

２
万
年
前
の
壁
画
や
、
紀
元
前
３

５
０
０
年
頃
の
粘
土
板
の
文
字
な

ど
も
残
っ
て
い
る
。
板
、
パ
ピ
ル

ス
、
羊
皮
紙
な
ど
で
は
１
０
０
０

年
以
上
経
っ
た
今
で
も
読
み
取
れ

る
。
一
方
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
は
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
で
５
年
、
光
デ
ィ

ス
ク
で
も
10
〜
50
年
で
あ
る
。
私

の
人
生
後
半
の
記
録
は
ほ
ぼ
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
で
短
命
だ
。
記
録
を

残
し
た
い
思
い
も
あ
る
が
、
子
孫

は
遠
い
先
祖
に
は
そ
れ
ほ
ど
興
味

が
な
い
。
墓
石
だ
け
で
い
い
だ
ろ

う
▼
現
首
相
や
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
意
識
し
て
い
る
だ

ろ
う
が
、
ス
ケ
ー
ト
の
織
田
信
成

や
織
田
家
の
末
裔
た
ち
は
信
長
を

ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。
そ
し

て
、
先
祖
に
こ
だ
わ
るcomplex

の
深
層
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
（
空
）
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第93回評議員会詳報 ４～５面

研
面
究 歯科定例研究会より

習慣性咀嚼側に生じる咬合性外傷 ６面

厚労省保険局医療課担当者（左２人）に要請書を手渡す、松尾
安伸神戸ゆうこう病院事務長（右端）と堀健太郎大山記念病院
医事課長（右２人目）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

歯科医療安全管理研究会に会場いっぱいの
242人が参加　　　　　　　　　　　　　

Ｂ
Ｚ
減
算
中
止　

厚
労
省
へ
申
し
入
れ

　

ベ
ン
ゾ
ジ
ア
ゼ
ピ
ン
（
Ｂ
Ｚ
）
系
薬
剤
の
減
算
中

止
な
ど
、
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正
と
大
幅
引
き
上

げ
、
患
者
負
担
増
計
画
の
具
体
化
阻
止
を
―
―
。
協

会
・
保
団
連
は
５
月
24
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実

施
。
兵
庫
か
ら
、
加
藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事

長
、
雨
松
真
希
人
歯
科
技
工
士
、
松
尾
安
伸
医
療
法

人
社
団
正
峰
会
神
戸
ゆ
う
こ
う
病
院
事
務
長
、
堀
健

太
郎
医
療
法
人
社
団
正
峰
会
大
山
記
念
病
院
医
事
課

長
が
参
加
し
た
。
医
科
・
歯
科
が
そ
れ
ぞ
れ
診
療
報

酬
不
合
理
是
正
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
を

実
施
。
兵
庫
県
選
出
の
す
べ
て
の
国
会
議
員
に
対
し

て
も
要
請
し
た
（
２
面
に
参
加
記
を
掲
載
）。

　

医
科
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

の
厚
労
省
要
請
は
、
厚
労
省
佐
々

木
広
視
厚
労
省
保
険
局
医
療
課
主

査
と
長
谷
川
正
宇
専
門
官
が
応
対

し
た
。

　

協
会
側
か
ら
松
尾
安
伸
神
戸
ゆ

う
こ
う
病
院
事
務
長
と
堀
健
太
郎

大
山
記
念
病
院
医
事
課
長
が
、
今

次
改
定
に
つ
い
て
、
ベ
ン
ゾ
ジ
ア

ゼ
ピ
ン
系
薬
剤
の
長
期
継
続
処
方

減
算
の
中
止
、
レ
セ
プ
ト
記
載
事

項
の
不
合
理
是
正
な
ど
を
要
請
し

た
。

　

佐
々
木
氏
は
レ
セ
プ
ト
記
載
事

項
が
多
岐
に
わ
た
り
、
算
定
時
に

不
要
な
記
載
事
項
も
あ
る
こ
と
を

認
め
た
上
で
、
厚
労
省
に
意
見
を

持
ち
帰
り
、
改
善
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
回
答
し
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
保

団
連
が
緊
急
要
請
を
実
施
。
院
内

感
染
対
策
の
届
出
が
な
い
と
初
・

再
診
料
が
減
算
さ
れ
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
是
正
を
求
め
た
。
厚
労

省
保
険
局
医
療
課
の
小
嶺
祐
子
課

長
補
佐
と
新
宅
正
成
主
査
が
対
応

し
た
。

　

兵
庫
か
ら
は
、
歯
科
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
診
療
報
酬
大
幅
引

き
上
げ
と
不
合
理
是
正
を
求
め
る

署
名
」
に
寄
せ
ら
れ
た
声
を
厚
労

省
に
手
渡
し
、
病
院
歯
科
な
ど

で
、
非
常
勤
歯
科
医
師
の
た
め
に

施
設
基
準
を
満
た
さ
ず
、
初
・
再

診
料
が
減
算
さ
れ
て
し
ま
う
不
合

理
を
訴
え
た
。
厚
労
省
か
ら
は
、

疑
義
解
釈
で
対
応
を
検
討
す
る
と

回
答
を
得
た
。

県
選
出
国
会
議
員
へ

〝
患
者
負
担
増
反
対
〞

　

国
会
議
員
へ
の
要
請
で
は
桜
井

周
・
山
本
和
嘉
子
（
い
ず
れ
も
立

憲
民
主
党
）
両
衆
議
院
議
員
、
大

門
実
紀
史
・
山
下
芳
生
・
倉
林
明

子
（
い
ず
れ
も
日
本
共
産
党
）
各

参
議
院
議
員
と
面
談
し
た
。

　

協
会
か
ら
、
財
政
制
度
等
審
議

会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
医
療
保

険
の
給
付
率
を
自
動
的
に
調
整
す

る
仕
組
み
」
の
導
入
阻
止
な
ど
を

訴
え
た
。

　

議
員
か
ら
は
「
診
療
報
酬
引
き

上
げ
、
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る

皆
さ
ま
の
声
を
国
会
に
届
け
て
い

き
た
い
」（
桜
井
議
員
）、「（
医
療

保
険
の
給
付
率
を
自
動
調
整
す
る

仕
組
み
に
つ
い
て
）
財
政
金
融
委

員
と
し
て
具
体
化
阻
止
に
向
け
、

全
力
を
尽
く
し
た
い
」（
大
門
議

員
）、「
庶
民
に
負
担
を
強
い
る
消

費
税
の
増
税
で
は
な
く
、
空
前
の

利
益
を
上
げ
る
大
企
業
へ
の
法
人

国会議員・厚労省への要請を実施５・24中央要請行動

新点数の不合理是正 必ず新点数の不合理是正 必ず

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

新聞に関するお問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　６月17日（日）13時30分～
会　場　チサンホテル神戸
　　　　（阪神・阪急・山陽「高速神戸」駅直結）
•総会議事　13時30分～
•記念講演　15時30分～

「iPS細胞・細胞運命操作・癌」
神戸大学大学院　医学研究科内科系講座
iPS細胞応用医学分野　教授 青井　貴

たかし

之先生
•懇親会　17時～

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

税
の
増
税
で
医
療
費
の
財
源
を
確

保
す
べ
き
だ
」（
山
下
議
員
）
な

ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

歯
科
課
題
で
は
、
保
団
連
歯
科

技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、

過
労
死
ラ
イ
ン
を
上
回
る
長
時
間

労
働
の
歯
科
技
工
士
が
３
割
超
、

可
処
分
所
得
３
０
０
万
円
以
下
が

半
数
以
上
な
ど
の
厳
し
い
実
態
を

紹
介
。
歯
科
診
療
報
酬
引
き
上
げ

と
歯
科
技
工
士
に
適
切
な
技
術
料

が
直
接
渡
る
よ
う
、
実
効
性
あ
る

取
引
ル
ー
ル
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
議
員
か
ら
は
、「
歯
科
技
工

士
の
苦
労
が
よ
く
分
か
っ
た
。

（
兵
庫
協
会
が
昨
年
実
施
し
た
学

校
歯
科
治
療
調
査
に
つ
い
て
）
子

ど
も
の
貧
困
と
い
う
角
度
か
ら
取

り
上
げ
た
い
」（
山
本
議
員
）、

「
厚
労
委
員
会
で
、
ぜ
ひ
歯
科
技

工
問
題
を
質
問
し
た
い
」（
倉
林

議
員
）
な
ど
の
回
答
を
得
た
。

　

昼
に
は
「
医
療
従
事
者
の
声
を

届
け
る
国
会
内
集
会
―
診
療
報
酬

改
善
・
患
者
負
担
軽
減
・
損
税
解

消
」
を
開
催
し
、
医
療
従
事
者
、

与
野
党
の
国
会
議
員
、
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
ら
１
５
０
人
が
参
加
し

た
。

が
つ
め
か
け
た
。
今
回
の
歯
科
診

療
報
酬
改
定
で
、
基
本
診
療
料
に

院
内
感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
施

設
基
準
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、「
歯
科
外
来
診
療
環
境

　

協
会
歯
科
部
会
の
「
歯
科
医
療

安
全
管
理
対
策
研
究
会
」
が
好
評

を
得
て
い
る
。

　

５
月
20
日
に
開
催
し
た
研
究
会

は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
２
４
２
人

体
制
加
算
（
外
来
環
）」

「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診

療
所
（
歯
援
診
）」「
か
か

り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化

型
歯
科
診
療
所
（
か
強

診
）」
の
届
出
要
件
も
変

更
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
基
準
届
出
に
際
し
て

研
修
が
必
須
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
会
員
か
ら
の
要

望
に
応
え
て
開
催
し
た
も

の
。
今
後
も
県
下
各
地
で

開
催
予
定
（
詳
細
２
面
）。

保険医新聞のお届け方法変更のお知らせ
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政策解説　県単位化で国保はどうなる ４面

新規個別指導　報告記 ７面

研
面
究 臨床医学講座より

日常診療で使える整形知識⑦ ８面

今　号　の　記　事 予
算
案
の
総
会
上
程
を
可
決
し
た
。
患
者
窓
口
負
担
増
を
や
め
、
医

師
数
と
社
会
保
障
費
の
抜
本
的
な
増
加
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択

し
た
。
ま
た
、「
憲
法
を
生
か
し
た
教
育
と
は
」
と
題
し
、
前
文
部

科
学
事
務
次
官
の
前
川
喜
平
氏
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

 

（
３
面
に
決
議
全
文
。
次
号
に
発
言
要
旨
を
掲
載
予
定
）

　

西
山
裕
康
理
事
長
は
開
会

さ
つ
で
「
今
次
診
療
報
酬
改

全
体
で
１
・
19
％
の
マ
イ

で
、
私
た
ち
が
要
求
し
た
プ

10
％
と
は
ほ
ど
遠

こ
の
よ
う
な
医
療

制
政
策
で
は
、
す

の
国
民
に
安
全

な
医
療
を
必
要

に
提
供
で
き
な

る
」
と
政
府
の
社

障
政
策
を
批
判
。

が
必
要
な
医
療
を

す
る
た
め
に
は
、

報
酬
の
大
幅
引
き

と
医
師
の
抜
本
的

が
必
要
だ
と
し
た

　

会
務
報
告
・
方

を
提
案
し
た
武
村

副
理
事
長
は
、

政
権
は
昨
年
来
の

・
加
計
学
園
へ
の

供
与
疑
惑
を
覆
い

た
め
に
、
解
散
総

を
行
い
、
自
民
党

席
を
維
持
し
た
。

て
診
療
報
酬
の
マ

ス
改
定
や
、
社
会

費
の
抑
制
を
い
ま

診療報酬引き上げ、患者負担の軽減を求める決議を拍手で承認

第93回評議員会を開催

医師数・診療報酬の拡充を

「お医者さんって、
 どんだけ働いてるん？」

景品付きクイズチラシ

ご
返
送
く
だ
さ
い

６月11日協会事務所
必着です

月刊保団連 兵庫保険医新聞

５日付は透明封筒でまとめてお届けします

全国保険医新聞

施設基準届出対応の

歯科医療安全管理対策
 研究会が大好評！

川
西
敏
雄
（
①
右
）・
加
藤
擁
一
（
②
右
２
人
目
）
両
副
理
事
長
、
北
川
善
猛
（
②
右
端
）
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
理

事
、
雨
松
真
希
人
（
②
左
端
）
歯
科
技
工
士
が
、
桜
井
周
（
①
左
）・
山
本
和
嘉
子
（
②
左
２
人
目
）
両
衆
議
院
議
員
、
倉

林
明
子
（
③
左
２
人
目
）
参
議
院
議
員
に
要
請
を
行
っ
た

今 　号　の　記　事今 　号　の　記　事

●①

●②

●③

　毎月５日付の兵庫保険医新聞の郵送方法を７月より変更い
たします。透明封筒に月刊保団連、全国保険医新聞と同封し
てお送りいたしますのでご注意ください。なお、15日、25日
付は今まで通りの形式でお届けします。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第１８８０号 （２）２０１８年(平成３０年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

政
府
は
２
０
１
９
年
度

以
降
の
新
た
な
財
政
健
全
化
計
画

で
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ
た
基
礎

的
財
政
収
支
を
黒
字
化
す
る
目
標

時
期
を
25
年
度
と
す
る
検
討
に
入

っ
た
。
こ
れ
ま
で
よ
り
５
年
先
送

り
す
る
。
政
府
は
そ
れ
で
も
目
標

の
達
成
に
は
歳
出
改
革
が
避
け
ら

れ
な
い
と
し
、
骨
太
の
方
針
に
19

〜
21
年
度
の
社
会
保
障
費
の
伸
び

を
抑
え
る
目
安
を
設
け
る
方
針
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
保
団
連
の

新
た
な
患
者
署
名
案
「
み
ん
な
で

ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」
へ
の

兵
庫
協
会
と
し
て
の
意
見
を
討

議
、
確
認
し
た
。
保
団
連
の
「
ク

イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療
２

０
１
８
」
に
つ
い
て
は
、
政
策
運

動
広
報
委
員
会
で
参
加
を
検
討
中

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
②

保
団
連
発
行
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
＃
い
い
と
こ
ひ
と
つ
も
な
し
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
」
を
、
全
会
員
分
買
い

取
り
、
月
刊
保
団
連
に
同
封
し
配

布
す
る
こ
と
を
提
案
、
了
承
さ
れ

た
。
あ
わ
せ
て
、
団
体
署
名
に
協

力
し
、
個
人
署
名
に
は
役
員
と
事

務
局
の
範
囲
で
協
力
す
る
。
ま

た
、
③
診
療
・
介
護
報
酬
改
定
研

究
会
で
集
め
た
「
ひ
と
こ
と
署

名
」
を
４
／
19
の
国
会
要
請
に
持

参
し
た
こ
と
、
④
今
後
の
保
団
連

中
央
要
請
行
動
の
日
程
と
参
加
予

定
者
等
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
⑤
「
医
療
保
険
の
給
付
率
を

自
動
的
に
調
整
す
る
仕
組
み
」
が

政
府
財
政
制
度
等
審
議
会
で
議
論

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兵
庫
協

会
と
し
て
撤
回
を
求
め
る
要
請
文

書
を
独
自
に
取
り
ま
と
め
、
関
係

各
省
に
申
し
入
れ
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

 

（
５
月
12
日
理
事
会
よ
り
）

（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

５
月
20
日
の
「
歯
科
医
療
安
全

管
理
対
策
研
究
会
」
で
は
、
神
戸

常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
の
足
立
了
平
協
会
副
理

事
長
が
、
歯
科
外
来
に
お
け
る
院

内
感
染
対
策
、
偶
発
症
に
対
す
る

緊
急
時
の
対
応
、
高
齢
者
の
心
身

の
特
性
お
よ
び
緊
急
時
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
詳
細
な
資
料
を
示
し

な
が
ら
講
演
し
た
。
当
日
は
、
協

会
か
ら
受
講
証
と
と
も
に
届
出
に

必
要
な
申
請
書
類
を
配
布
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
多
岐
に
わ
た

る
内
容
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

協
会
歯
科
部
会
で
は
、
８
月
ま

で
に
さ
ら
に
５
回
の
歯
科
医
療
安

全
管
理
対
策
研
究
会
を
開
催
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
（
下
に
案
内
）。

　

今
次
改
定
で
導
入
さ
れ
た
院
内

感
染
対
策
の
施
設
基
準
に
関
し
て

協
会
は
、
３
月
14
日
に
「
歯
科
基

本
診
療
料
引
き
下
げ
の
撤
回
を
求

め
る
」
声
明
を
発
表
。
新
た
に
施

設
基
準
を
設
け
て
基
本
診
療
料
を

引
き
下
げ
る
こ
と
は
診
療
報
酬
の

あ
り
方
を
歪
め
る
暴
挙
で
あ
る

と
、
撤
回
を
求
め
て
い
る
。
会
員

か
ら
は
「
院
内
感
染
対
策
は
基
本

だ
が
研
修
受
講
を
強
い
て
届
出
し

な
い
と
減
算
す
る
と
い
う
考
え
方

は
お
か
し
い
」「
無
条
件
で
基
本

診
療
料
の
大
幅
引
き
上
げ
を
」
な

ど
の
賛
同
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。
研
究
会
当
日
は
、「
診

療
報
酬
改
善
と
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
る
要
請
書
」
を
集
め
、
５
月

24
日
に
行
っ
た
厚
労
省
要
請
（
１

面
掲
載
）
の
際
に
届
け

た
。３

月
以
降
で

60
人
以
上
入
会

　

ま
た
、
３
〜
４
月
に
は

県
下
10
カ
所
で
診
療
報
酬

改
定
研
究
会
を
開
催
し
、

　

神
戸
支
部
は
５
月
12
日
、
生
田

神
社
会
館
で
漢
方
研
究
会
を
開
催

し
、
43
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を

務
め
た
佐
々
木
徹
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

生
ま
れ
の
子
ど
も
の
半
数
が
１
０

７
歳
ま
で
生
き
る
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
臨
床
的
障
害
に

近
い
状
態
。
以
下
の
３
項
目
以
上

で
定
義
さ
れ
る
。

　

１
．
筋
力
の
低
下
（
Ｇ
ｒ
ｉ

ｐ
：
♂
26
㎏
未
満
、
♀
18
㎏
未
満
）

　

２
．
活
動
量
の
低
下

　

３
．
歩
行
速
度
の
低
下

　

４
．
疲
労
感

　

５
．
体
重
減
少
（
年
間
４
・
５

㎏　

ｏ
ｒ　

マ
イ
ナ
ス
５
％
以
上
）

　

要
介
護
の
人
は
２
０
１
６
年
度

５
９
０
万
人
で
、
脳
卒
中
18
・
５

％
、
認
知
症
15
・
８
％
、 

老
衰
13

・
４
％
、
骨
折
転
倒
11
・
８
％
、

関
節
疾
患
10
・
９
％
。

　

漢
方
的
に
は
フ
レ
イ
ル
は
気
虚

（
疲
労
感
）、
血
虚
（
サ
ル
コ
ペ

ニ
ア
）、
腎
虚
（
頻
尿
）
と
な
る
。

　

こ
の
フ
レ
イ
ル
に
対
し
て
、
人

参
養
栄
湯
は
エ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
谷

翔
平
、
投
打
二
刀
流
（
気

血
双
補
）。
人
参
養
栄
湯

＝
四
君
子
湯
（
補
気
）
＋

四
物
湯
―
川
芎
（
補
血
）

＋
桂
枝
＋
遠
志
＋
陳
皮
＋

五
味
子
。
人
参
養
栄
湯
は

癌
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
腎
性

貧
血
、
感
染
症
に
効
果
。

桂
枝
は
血
管
拡
張
、
遠
志

・
白
朮
は
海
馬
Ｂ
Ｄ
Ｎ
Ｆ

（
脳
由
来
神
経
栄
養
因

子
）
を
増
加
さ
せ
認
知
機

能
を
改
善
、
陳
皮
は
神
経

の
再
ミ
エ
リ
ン
化
、
五
味

子
は
骨
格
筋
代
謝
を
改
善
し
、
骨

粗
し
ょ
う
症
・
乳
が
ん
細
胞
を
抑

制
、
人
参
は
視
床
下
部
に
作
用

（
抗
老
化
）、
黄
耆
は
ア
デ
ィ
ポ

ネ
ク
チ
ン
・
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性

を
亢
進
す
る
。

　

向
坂
先
生
は
人
参
養
栄
湯
に
注

目
、
大
阪
で
多
施
設
研
究
中
。
乾

先
生
は
美
し
い
ス
ラ
イ
ド
で
血
液

交
差
還
流
や
腸
内
細
菌
叢
移
植
で

の
長
寿
を
示
さ
れ
た
。

　

相
対
性
理
論
で
は
光
速
の
宇
宙

船
乗
員
の
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
は
止
ま
り
、

clock gene

（
時
計
遺
伝
子
）
は

寿
命
を
永
遠
と
す
る
？

 

【
垂
水
区　

佐
々
木　

徹
】

歯
科
で
は
過
去
最
高
と
な
る
１
１

４
４
人
が
参
加
し
た
。
改
定
研
究

会
で
は
『
２
０
１
８
年
改
定
の
要

点
と
解
説
』
に
基
づ
き
改
定
の
ポ

イ
ン
ト
や
疑
義
解
釈
な
ど
に
つ
い

て
、
会
員
へ
正
確
か
つ
迅
速
に
情

報
提
供
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

協
会
歯
科
部
会
の
新
点
数
対
策
の

中
で
、
３
月
以
降
だ
け
で
60
人
以

上
が
入
会
し
、
今
年
度
の
総
会
目

標
を
達
成
、
歯
科
会
員
数
は
過
去

最
高
の
２
１
６
５
人
と
な
っ
て
い

る
。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

歯科医療安全管理対策研究会
参加費は1000円。すべて「院内感染防止対策に係る施設基準」「外来
環」届出に対応。神戸会場は「歯援診」「か強診」届出にも対応
〈神戸会場・午前の部〉
日　時　７月29日（日）９時30分～12時30分
会　場　兵庫県農業会館11階大ホール　　定　員　200人
講　師　兵庫医科大学　歯科口腔外科学講座准教授　野口一馬先生
〈神戸会場・午後の部〉
日　時　７月29日（日）14時～17時
会　場　県農業会館11階大ホール　　定　員　200人
講　師　神戸大学医学部附属病院　歯科口腔外科学准教授 古土井春吾先生

〈姫路会場〉
日　時　６月30日（土）18時45分～21時
会　場　姫路じばさんびる501会議室
講　師　姫路赤十字病院　歯科 歯科口腔外科部長　藤原成祥先生
〈三田会場〉
日　時　７月14日（土）18時～20時
会　場　三田市総合福祉保健センター多目的ホール
講　師　尼崎中央病院　歯科口腔外科部長　佐々木昇先生
〈但馬会場〉
日　時　８月５日（日）10時30分～12時30分
会　場　県立但馬長寿の郷
講　師　神戸常盤大学短期大学部口腔保健学科教授　足立了平先生

　下記の会場では、後半は歯科新点数懇談会として、疑義解釈を含
め算定上の注意点などポイントをおさらいし、情報交流します。

人参栄養湯など、漢方薬の効能が紹介された

漢
方
薬
で
長
寿
を
実
現
？

神
戸
支
部　

漢
方
研
究
会

神
戸
支
部　

漢
方
研
究
会

寄せられた声
厚労省要請で届ける
新点数への対応で入会ぞくぞく

歯科医療安全管理対策研究会

兵庫県社会保障推進協議会・神戸市協議会

神戸市内いっせい国保相談会神戸市内いっせい国保相談会
待合室待合室・・窓口でミニチラシご活用ください窓口でミニチラシご活用ください

ミニチラシのご注文やお問い合わせは、

 ☎078－393－1807 小西・角屋まで

　今年から神戸市独自の控除が廃止されるた
め、一部世帯では、大幅に保険料が上がる見込
みです。各種の制度利用により、市民の負担軽
減をはかろうと、６月下旬に神戸市内各区で市
民対象の国保相談会を開催します。協会では、
相談会をお知らせするミニチラシを作成してい
ますので、待合室・窓口等でミニチラシを配
り、患者さんに相談会をお知らせください。

足立了平副理事長が
講師を務めた　　　

厚労省の担当官（手前２人）に要請する
（左端から）堀健太郎氏と松尾安伸氏　　

　

協
会
は
５
月
24
日
の
中
央
要
請

行
動
で
、
医
科
診
療
報
酬
の
不
合

理
是
正
を
求
め
る
厚
生
労
働
省
交

渉
を
行
な
っ
た
。
参
加
し
た
大
山

記
念
病
院
医
事
課
長
の
堀
健
太
郎

氏
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
（
関
連

１
面
）。

　

協
会
か
ら
、
厚
生
労
働
省
保
健

局
の
担
当
者
に
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
や
医
療
制
度
に
関
し
て
、
直

接
要
望
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
の

で
参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
、
と
い
う

お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国

の
医
療
制
度
に
関
わ
ら
れ
て
い
る

担
当
者
と
お
話
で
き
る
の
は
ま
た

と
な
い
機
会
と
思
い
、
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

の
ご
担
当
者
様
が
２
名
対

応
さ
れ
、
具
体
的
な
事
例

を
交
え
な
が
ら
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
診
療
報
酬
改
定
で
も

事
務
作
業
の
効
率
化
推
進

を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
当
院
の
要
望
の
主

旨
・
方
向
性
は
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
し
、
今
後
の
制
度
改

正
で
現
場
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
思
い
ま
す
。

参 加 記 診
療
報
酬
改
善
求
め
る
厚
労
省
要
請

今
後
の
改
正
で
現
場
の

意
見
取
り
入
れ
て
ほ
し
い

　

ま
た
、
私
ど
も
も
厚
生
労
働
省

が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、
具

体
的
な
改
定
の
中
身
を
策
定
さ
れ

て
い
る
か
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
の
業
務
に
も
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
に
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を

作
っ
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
西
脇
市
・
大
山
記
念
病
院

　

医
事
課
長 

堀　

健
太
郎
】

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

酒
井　

秀
朗
先
生

川
西
市　

内
・
消
・
放
科

５
月
22
日 

享
年
71
歳

　

協
会
か
ら
は
現
場
の
生
の
声
を

言
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
、
特
に
今
回
は
事

務
作
業
の
効
率
化
を
中
心
に
以
下

の
よ
う
な
項
目
を
要
望
と
し
て
あ

げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
レ
セ
プ
ト
記
載
要
項
の
簡
略
化

② 

医
師
事
務
作
業
補
助
体
制
加
算

の
要
件
の
緩
和

③ 

医
療
と
介
護
で
使
用
し
て
い
る

帳
票
の
項
目
共
通
化

④
標
準
病
名
の
拡
大

　　

実
際
の
面
談
で
は
厚
生
労
働
省

感 想 文
　

「
フ
レ
イ
ル
・
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

は
克
服
で
き
る
の
か
？
〜
多
施
設

共
同
臨
床
研
究
か
ら
見
え
て
き
た

も
の
〜
」
に
つ
い
て
大
阪
市
平
野

区
・
医
療
法
人
向
坂
医
院
の
向
坂

直
哉
先
生
が
、「
漢
方
薬
の
フ
レ

イ
ル
に
対
す
る
臨
床
成
績
と
作
用

機
序
〜
最
新
の
知
見
を
交
え
て

〜
」
に
つ
い
て
鹿
児
島
大
学
大
学

院
医
歯
学
総
合
研
究
科
漢
方
薬
理

学
講
座
特
任
教
授
の
乾
明
夫
先
生

が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
教
授
に

よ
れ
ば
、
日
本
で
は
２
０
０
７
年



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

好評につき好評につき
2019年３月末まで2019年３月末まで
 延長されました！ 延長されました！

　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています。2019年
３月末までの申込受付分
について、通常より年
0.4％優遇金利となりま
す。借り換えも可能、手
数料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利用
ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部・有本まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2018年６月１日現在

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

２０１８年(平成３０年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第１８８０号

歯科保険請求
98

Ｑ１　口腔内装置の咬合採得は口腔内装置１（OAp１）でのみ算定できるのか。
Ａ１　その通りです。通知の訂正が発出され、３月の新点数研究会の時点からは
変更されています。下表にてご確認ください。

Ｑ２　初診料の注１に規定する施設基準を届け出ている保険医療機関は、診療報
酬明細書の「届出」欄の「歯初診」を○で囲むことになっているが、初診料およ
び再診料の経過措置期間内に従来の点数で算定する場合においても○で囲む必要
があるか。
Ａ２　初診料および再診料の経過措置期間である平成30年９月30日までの診療分
に係る診療報酬明細書については、「届出」欄の「歯初診」を○で囲んでいなく
ても差し支えありません。 （５／25疑義解釈その４より）

　

厚
生
労
働
省
は
医
療
法
の
改
定

に
伴
い
、
６
月
１
日
に
医
療
広
告

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定

し
ま
し
た
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

は
、
こ
れ
ま
で
広
告
と
み
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

広
告
規
制
の
対
象
と
し
、
誇
大
な

表
現
な
ど
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

禁
止
さ
れ
る
表
現
の
一
例
と
し

て
、「
日
本
一
」、「
最
高
」
な
ど

他
の
医
療
機
関
と
比
較
し
て
優
良

で
あ
る
旨
や
、
治
療
内
容
や
効
果

に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
る
患
者
の
体
験
談
や
、
治
療
前

後
の
写
真
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

厚
労
省
は
、
違
反
が
疑
わ
れ
る

広
告
に
つ
い
て
は
、
任
意
の
調
査

を
実
施
し
、
明
ら
か
に
違
反
す
る

場
合
は
是
正
す
る
よ
う
行
政
指
導

を
、
さ
ら
に
悪
質
な
場
合
に
は
開

設
許
可
の
取
り
消
し
な
ど
の
行
政

処
分
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
医
療
広
告
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
掲
載
内
容
が
規
制
の
対
象
に

あ
た
る
か
ど
う
か
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
だ
け
で
は
判
断
が
難
し
い
場
合

に
は
、
協
会
税
経
部
☎
078
―
393
―

１
８
０
５
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

医
療
広
告
規
制
見
直
し

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
も
対
象
に

禁止されている表記等の一例（厚労省医療広告ガイドラインより抜粋）
・「日本一」、「最高」などの表現

　→優秀性について著しく誤認を与えるおそれがあるため

・患者の治療体験談

　→ 患者によって感想は異なるものであり、誤認を与えるおそれがあ

るため（口コミサイトやSNSなどに患者が自らの意思で掲載する

場合を除く）

・術前術後の写真など

　→ 治療内容や効果について誤認させるおそれがある場合は不可（治

療内容、リスク、副作用などの詳細な説明を付す場合を除く）

・「ペインクリニック科」「インプラント科」「審美歯科」

　→ 法令に根拠のない名称については、診療科名として広告すること

は認められない

口腔内装置（OAp）の早見表（１装置につき、装着料を含む）
記
号 装置名 装　置

（装着料含）印象採得 咬合採得 調　整 修　理 歯リハ２

イ 顎関節治療用装置
OAp１ 1,530点

42点
187点 220点

（月１回）
※１

234点
（月１回）
※２

54点
（月１回）
※４OAp２ 830点 ――

ロ 歯ぎしりに対する口腔内装置

OAp１ 1,650点

42点

187点 120点
（月１回）
※１

234点
（月１回）
※２

――

OAp２ 950点
――

―― ――

OAp３ 800点 ―― ―― ――

ホ

手術にあたり製作したサージカ
ルガイドプレート（顎変形症等
手術時の顎位決定）

OAp１ 1,530点

42点

187点 ―― ―― ――

　 上記以外の手術に用いた場合
や、上記同一手術で複数使用
する場合の２装置目以降

OAp３ 680点 ―― ―― ―― ――

ヘ
腫瘍等による顎骨切除後、手術
創（開放創）の保護等を目的と
して製作するオブチュレーター

OAp１ 1,800点
230点

187点 ―― ―― ――

OAp２ 1,100点 ―― ―― ―― ――

リ 放射線治療に用いる口腔内装置 OAp１ 1,650点 222点 ―― ―― ―― ――

製作方法によらず口腔内装置３の装置 OAp３ 680点 42点 ―― ―― ―― ――

ハ 顎間固定用に歯科用ベースプレートを用いた床

ニ 出血創の保護と圧迫止血を目的としてレジン等で製作した床

ト 気管内挿管時の歯の保護等を目的として製作した口腔内装置（病名：『気管内挿管時の口腔内装置必要状態』）

チ 不随意運動等による咬傷を繰り返す患者に対して、口腔粘膜等の保護を目的として製作する口腔内装置

装　置
（装着料含）印象採得 咬合採得 調　整 修　理 歯リハ

１（２）

睡眠時無呼
吸症候群に
対する口腔
内装置

義歯床用アクリリック
樹脂

SAS-
OAp１ 3,300点

230点

283点
120点
（装着時
または装
着１月以
内に１回
限り）　

234点
（月１回）
※２

――

熱可塑性樹脂シート等 SAS-
OAp２ 2,300点 ――

舌接触補助
床（PAP）

新たに製作した場合 2,620点
230点 187点 ―― 234点

※３
194点

（月４回）旧義歯を用いた場合 1,120点

※１　装着日は算定できない。調整と修理を同日に行った場合は修理のみ算定する。
※２　装着月は算定できない。
※３　調整と修理を同日に行った場合は修理のみ算定し、歯リハ１は算定できない。
※４　算定には施設基準の届出が必要

接遇研修会のご案内

医療機関のホスピタリティマネジメント医療機関のホスピタリティマネジメント

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

日　時　７月28日（土）14時～16時 
会　場　あかし保健所１階ホール（旧明石市産業交流センター）
講　師　（株）マザーリーフ代表取締役
　　　　ホスピタリティコンサルタント　　榊原 陽子氏
参加費　1,000円

※医療法で年２回の研修が求められている医療安全管理研修の一環です
　受講者には受講証明書を発行します

　

共
済
部
は
、
５
月
19
日
に
協
会

会
議
室
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
企
画
と
し
て
５
回
目
と
な
る
金

融
講
座
を
開
催
。「
世
界
経
済
と

株
式
市
場
の
見
通
し
」
を
テ
ー
マ

に
、
野
村
證
券
株
式
会
社
投
資
情

報
部
の
今
枝
修
二
氏
が
講
演
し
、

12
人
が
参
加
し
た
。

　

今
枝
氏
は
、
日
米
欧
の
金
融
政

策
の
違
い
や
各
国
の
国
債
の
格
付

け
な
ど
の
概
要
を
示
し
、
い
か
に

し
て
お
金
を
守
る
か
に
つ
い
て
解

説
し
た
。

　

株
に
つ
い
て
は
、「
配
当
利
回

な
が
ら
、
株
式
市
場
で
求
め
ら
れ

る
先
見
性
や
着
眼
点
を
概
説
し

た
。

　

共
済
部
で
は
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
に
し
て
い

る
。

り
の
チ
ェ
ッ
ク
が

必
要
」
と
し
て
、

業
績
が
堅
実
で
大

き
く
変
動
す
る
可

能
性
の
少
な
い
企

業
の
配
当
利
回
り

を
紹
介
し
た
。

　

後
半
は
、
数
例

の
個
別
銘
柄
に
つ

い
て
、「
自
動

化
」「
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
液
化
天
然
ガ

ス
）」「
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）」「
５

Ｇ
」
と
い
っ
た
キ

ー
ワ
ー
ド
を
掲
げ

日米欧の金融政策についても学習

ライフプランセミナー

株式市場での
　先見性や着眼点養う
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理
事
長　
　

西
山　

裕
康

医
療
従
事
者
の
増
員

大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
が
不
可
欠

　

協
会
が
５
月
27
日
に
開
催

し
た
第
93
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・

執
行
部
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

す
る
。

社会保障改悪阻止へ 世論広げよう社会保障改悪阻止へ 世論広げよう
第93回 評議員会　詳報

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

　

今
年
の
診
療
報
酬
改
定
率
は
、

全
体
で
マ
イ
ナ
ス
１
・
19
％
と
、

プ
ラ
ス
10
％
と
い
う
私
た
ち
の
要

求
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
。
こ
の

点
数
で
国
民
に
、
安
全
・
安
心
、

必
要
・
十
分
な
医
療
を
提
供
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
６
月
に
は
新
た

な
社
会
保
障
費
削
減
目
標
を
記
し

た
「
骨
太
の
方
針
」
が
定
め
ら
れ

る
。
公
的
医
療
保
険
制
度
の
質
と

量
は
、
経
済
成
長
や
財
政
状
況
に

左
右
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

政
府
で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
都

道
府
県
別
の
診
療
報
酬
」
は
、
地

域
間
格
差
と
偏
在
を
拡
大
し
、
現

場
に
混
乱
を
も
た
ら
す
。
ま
た

「
給
付
率
の
自
動
調
整
」
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
医
療
費
が

増
加
し
た
場
合
、
患
者
窓
口
負
担

を
自
動
的
に
増
や
す
仕
組
み
だ
。

こ
れ
ら
は
、
経
済
的
弱
者
、
病
弱

者
を
公
的
医
療
か
ら
遠
ざ
け
、
受

診
抑
制
や
重
症
化
に
つ
な
が
る
。

　

「
患
者
負
担
増
加
や
む
な
し
」

と
い
う
考
え
方
は
、「
自
助
」
の

強
要
、
病
気
の
「
自
己
責
任
論
」

が
刷
り
込
ま
れ
た
も
の
で
、
社
会

保
障
の
歴
史
に
逆
行
し
て
い
る
。

　

「
医
師
の
働
き
方
改
革
」
も
重

要
課
題
だ
。
日
本
の
医
師
数
は
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
か
ら
み
る
と
不
足
し

て
い
る
。
厚
労
省
は
「
過
労
死
ラ

イ
ン
」
を
前
提
に
「
10
年
後
に
は

需
給
が
均
衡
す
る
の
で
、
医
師
数

増
員
は
必
要
な
し
」
と
し
て
い

る
。
病
床
削
減
、
病
院
統
廃
合
、

診
療
科
の
閉
鎖
が
相
次
ぐ
現
状

は
、
医
師
不
足
と
診
療
報
酬
不
足

の
結
果
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
増

と
診
療
報
酬
の
増
加
が
必
要
な
の

は
明
ら
か
だ
。

　

本
年
度
は
勤
務
医
部
を
新
設
し

た
。
勤
務
医
の
意
見
に
耳
を
傾

け
、
と
も
に
活
動
し
て
い
く
た
め

に
、
勤
務
医
部
に
力
を
注
ぎ
た

い
。

　

現
在
、
協
会
会
員
は
７
４
０
０

人
以
上
、
保
団
連
も
10
万
人
以
上

の
会
員
を
擁
す
る
。
患
者
さ
ん
に

寄
り
添
っ
て
医
療
を
提
供
し
て
い

る
私
た
ち
は
、
医
療
給
付
の
あ
り

方
を
決
め
る
大
事
な
役
割
を
担
う

集
団
で
あ
る
と
再
確
認
し
、
会
員

と
と
も
に
活
動
を
進
め
た
い
。

　

こ
の
１
年
以
上
、
国
会
で
は
森

友
学
園
・
加
計
学
園
問
題
の
議
論

が
続
い
て
い
る
。
本
件
は
首
相
に

よ
る
国
政
の
私
物
化
と
い
う
重
要

な
問
題
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
議
論

を
国
会
で
１
年
半
以
上
続
け
て
も

安
倍
首
相
や
麻
生
財
務
大
臣
は
辞

任
せ
ず
、
世
論
調
査
で
、
内
閣
支

持
率
も
30
％
強
を
維
持
し
て
い

る
。
こ
れ
で
は
時
間
や
税
金
の
無

駄
で
あ
り
、
国
会
で
は
も
っ
と
別

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
３
月
に

「
第
９
回
被
災
地
物
産
・
物
品

展
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
へ
の
訪
問
活
動

を
継
続
し
て
き
た
。

　

ま
た
、「
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研

究
会
」
な
ど
の
多
彩
な
企
画
や
、

改
定
の
年
に
合
わ
せ
て
「
診
療
報

酬
改
定
情
勢
勉
強
会
」
な
ど
新
た

な
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

７
月
に
は
安
斎
育
郎
立
命
館
大

学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
名
誉

館
長
を
お
招
き
し
、
支
部
総
会
記

念
講
演
会
を
開
催
予
定
だ
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
の
議
論
が

進
ん
で
い
る
が
、
病
院
に
お
け
る

入
院
や
外
来
で
の
長
時
間
労
働
の

実
態
は
大
き
な
問
題
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　

北
播
支
部
で
は
市
民
公
開
講

座
、
職
員
接
遇
研
修
会
等
を
行

い
、
多
く
の
参
加
を
得
て
い
る
。

診
療
報
酬
改
定
研
究
会
に
も
多
く

の
参
加
が
あ
っ
た
。
協
会
の
改
定

研
究
会
は
ス
タ
ッ
フ
も
多
数
参
加

し
て
い
る
の
が
非
常
に
良
い
点

だ
。

　

私
は
「
憲
法
９
条
の
会
に
し
わ

き
」
に
参
加
し
て
お
り
、
こ
こ
で

は
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！　

憲

法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」

に
、
教
職
員
組
合
な
ど
の
団
体
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

協
会
で
も
、
九
条
の
会
・
兵
庫

県
医
師
の
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
北
播
支
部

も
協
会
と
一
体
と
な
っ
て
署
名
に

取
り
組
み
た
い
。

　

支
部
で
は
医
療
安
全
管
理
対
策

研
修
会
、
接
遇
研
修
会
な
ど
を
開

催
し
た
。
６
月
に
は
「
ス
タ
ッ
フ

雇
用
・
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

会
員
懇
談
会
、
７
月
に
は
支
部
総

会
を
開
催
予
定
だ
。
ま
た
、
種
子

法
廃
止
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
公

開
企
画
な
ど
も
検
討
中
だ
。

　

三
田
市
で
は
２
０
１
５
年
か
ら

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
所
得

制
限
な
し
で
の
完
全
無
料
化
が
実

現
し
て
い
た
が
、
財
政
難
を
理
由

に
今
年
７
月
よ
り
所
得
制
限
、
自

己
負
担
を
設
け
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
。
幹
事
会
で
抗
議
声
明
を
採

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
１
カ

月
間
被
災
地
で
勤
務
し
て
い
た
警

察
官
が
19
年
後
、
中
皮
腫
で
亡
く

な
り
、
公
務
災
害
と
し
て
認
定
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の

実
態
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
こ

の
警
察
官
が
認
定
さ
れ
た
こ
と

で
、
震
災
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
人
や
住
民
が
同
様
の

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
を
受
け
た
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

行
政
・
兵
庫
県
は
震
災
ア
ス
ベ

ス
ト
と
中
皮
腫
に
因
果
関
係
は
な

い
と
い
う
態
度
で
、
神
戸
市
の
保

健
所
長
ら
も
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
は

　

会
員
や
職
員
の
多
様
な
要
求
に

応
え
た
企
画
や
、
震
災
支
援
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

択
す
る
な
ど
、
制
度
改
悪
に
反
対

し
て
い
る
。

　

国
の
財
政
に
つ
い
て
、
国
債
の

利
払
い
費
が
10
兆
円
に
も
上
っ
て

お
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
消
費
税
増
税
を

主
張
し
て
い
る
。
１
０
０
０
兆
円

も
の
借
金
を
政
府
は
ど
う
や
っ
て

返
済
す
る
の
か
知
り
た
い
。

な
ど
、
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。「
原
発

反
対
」
の
訴
え
だ
け
で
な
く
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
推
進

す
る
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
必
要
と
考
え
る
。

　

地
方
自
治
体
や
民
間
レ
ベ
ル
で

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は

急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。
神
戸
市

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
３
割

も
あ
る
新
電
力
か
ら
電
気
を
買

い
、
環
境
貢
献
都
市
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を

宣
言
し
、
ソ
ー
ラ
ー
や
バ
イ
オ
マ

ス
、
液
化
ガ
ス
発
電
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
れ
に
脱
原
発
が
加
わ

れ
ば
私
た
ち
の
運
動
と
一
致
す

る
。
協
会
と
し
て
も
、
神
戸
市
に

働
き
か
け
、「
人
に
・
自
然
に
・

地
球
に
・
未
来
に
貢
献
す
る
神

戸
」
の
運
動
を
促
進
さ
せ
、
石
炭

火
力
発
電
や
原
発
の
稼
働
を
止
め

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
で
は
２
月
に

地
域
医
療
部
と
共
催
で
地
域
医
療

を
考
え
る
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

石
橋
悦
次
・
高
森
信
岳
両
理
事
、

松
浦
伸
郎
評
議
員
に
ご
報
告
い
た

だ
き
、
47
人
の
参
加
を
得
た
。
中

播
磨
と
西
播
磨
の
医
療
圏
の
合
併

計
画
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
協

会
内
で
議
論
を
深
め
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
う
。

　

５
月
に
は
、
医
院
経
営
研
究
会

を
開
催
し
た
。
来
期
は
職
員
接
遇

研
修
会
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
向
け
の

研
修
に
加
え
、
バ
ス
ツ
ア
ー
、
学

術
研
究
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
会
員
の

要
求
に
沿
っ
た
、
多
彩
な
企
画
を

検
討
し
て
い
く
。

　

支
部
で
は
昨
年
11
月
、「
創
傷

処
置
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
」
を

開
催
し
、
処
置
の
基
本
的
な
考
え

方
を
交
流
し
た
。
そ
の
他
に
も
医

療
安
全
管
理
対
策
研
修
会
や
、
県

立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
セ

ン
タ
ー
長
で
あ
る
林
孝
俊
副
院
長

を
招
い
て
談
話
会
を
開
催
し
た
。

う
ど
ん
打
ち
を
体
験
す
る
香
川
県

へ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
も
実
施
し
た
。

　

改
定
に
あ
た
り
、
新
点
数
研
究

会
を
医
師
会
と
共
催
し
た
。
橋
田

理
事
が
診
療
報
酬
改
善
と
大
幅
引

き
上
げ
を
求
め
る
要
請
書
へ
の
署

名
を
訴
え
、
74
筆
が
集
ま
っ
た
。

地
域
医
療
を
支
え
る
診
療
報
酬
の

充
実
は
切
実
な
課
題
だ
。
要
求
実

現
へ
向
け
今
後
も
協
会
の
取
り
組

み
を
強
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い

て
、
労
働
基
準
監
督
署
は
病
院
へ

の
立
ち
入
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る

が
、
厚
労
省
は
医
師
数
を
増
や
す

こ
と
な
く
、
ア
ク
セ
ス
制
限
や
看

護
師
に
よ
る
死
亡
診
断
な
ど
の
タ

ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
問
題
の
解

消
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
は
医
療
の
安
全
性
と
医

師
の
健
康
を
し
っ
か
り
と
見
据
え

て
、
勤
務
医
が
定
年
ま
で
安
心
し

て
病
院
で
働
け
る
よ
う
改
革
の
方

向
性
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
協
会
も
一
定

の
発
言
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
法

律
的
な
規
制
だ
け
で
は
、
地
域
医

療
が
崩
壊
し
か
ね
な
い
こ
と
に
留

意
し
、
厚
労
省
の
医
師
増
員
を
行

わ
な
い
と
い
う
前
提
な
ど
を
批
判

し
て
、
中
堅
・
若
手
の
医
師
が
賛

同
で
き
る
提
案
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

パ
リ
不
戦
条
約
で
は
、
国
際
法

に
よ
る
戦
争
の
違
法
化
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
交
戦
権
と
戦

力
の
保
持
を
認
め
な
い
憲
法
９
条

と
一
致
す
る
も
の
だ
。

　

自
衛
隊
を
憲
法
に
書
い
て
し
ま

え
ば
、
権
力
機
構
と
し
て
市
民
を

抑
圧
す
る
道
具
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
緊
急
事
態
が
宣
言
さ
れ
、

文
民
統
制
が
崩
壊
し
て
も
、
誰
も

独
裁
政
治
と
自
衛
隊
の
暴
走
を
止

め
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

　

20
世
紀
は
戦
争
の
世
紀
だ
っ
た

が
、
現
代
は
戦
争
時
代
の
終
焉
に

位
置
し
て
い
る
。
領
土
問
題
は
国

際
司
法
の
場
で
国
益
一
辺
倒
で
は

な
く
正
義
を
追
求
す
べ
き
だ
。
そ

れ
が
日
本
の
国
益
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

　

小
生
は
、
自
衛
隊
や
海
上
保
安

庁
は
正
規
の
軍
隊
で
は
な
く
、
侵

略
に
対
す
る
正
当
防
衛
の
た
め
必

要
だ
が
、
憲
法
に
は
書
く
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
。

の
議
論
を
行
う
べ
き
だ
。

　

現
在
、
大
企
業
は
30
兆
円
の
純

利
益
を
出
し
、
中
小
企
業
と
の
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。
特
に
、
介

護
職
の
平
均
賃
金
は
月
22
万
円
で

あ
り
、
介
護
士
は
約
38
万
人
も
不

足
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

大
企
業
の
内
部
留
保
の
ほ
ん
の

一
部
で
も
、
中
小
企
業
支
援
や
医

療
・
介
護
改
善
に
使
え
と
、
議
員

な
ど
に
強
く
訴
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。

　

政
治
は
国
民
の
た
め
に
あ
る
。

与
野
党
と
も
今
、
直
面
し
て
い
る

現
状
を
ど
う
是
正
す
る
か
。
中
小

企
業
へ
の
支
援
や
、
拉
致
被
害
者

問
題
解
決
へ
向
け
、
国
会
で
建
設

的
な
議
論
を
行
わ
な
け
れ
ば
国
民

の
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
。

格
差
・
貧
困
の
改
善
を

議
員
に
強
く
訴
え
よ
う

北阪神支部

谷口紀善評議員

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

被
災
地
支
援

引
き
続
き
取
り
組
む

西宮・芦屋支部

宮﨑睦雄評議員

医
師
増
員
に
よ
る

働
き
方
改
革
こ
そ
必
要

神戸支部

藤末　衛評議員

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
署
名

支
部
一
体
で
取
り
組
み
た
い

北播支部

柳井映二評議員

子
ど
も
医
療
費
助
成

改
悪
に
反
対

北摂・丹波支部

安部治郎評議員

地
域
医
療
の
充
実
求
め

懇
談
会
を
開
催

姫路・西播支部

宇野千里評議員

地
域
医
療
支
え
る

診
療
報
酬
の
充
実
を

淡路支部

大橋　明評議員

自
治
体
な
ど
へ
働
き
か
け

脱
原
発
・
脱
炭
素
の
実
現
を

環境・公害対策部

住友直幹評議員

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の

石
綿
曝
露
の
再
検
証
を

環境・公害対策部

上田進久評議員

軍
隊
は
パ
リ
不
戦

条
約
で
は
違
法神戸支部

佐々木徹評議員

　

毎
週
金
曜
日
の
関
西
電
力
神
戸

支
社
前
の
抗
議
行
動
は
３
月
30
日

に
３
０
０
回
を
迎
え
、
２
５
０
人

の
参
加
を
得
て
、
協
会
か
ら
も
連

帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た

が
、
原
発
４
基
の
再
稼
働
を
許
す
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な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
被
害
の

実
態
を
伝
え
る
た
め
、
協
会
で
当

時
の
デ
ー
タ
を
再
検
証
し
、
結
果

を
公
開
し
て
ほ
し
い
。

り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

柳
井
評
議
員
の
地
域
で
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。
平
和
問

題
も
患
者
さ
ん
や
地
域
住
民
に
語

り
か
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。
改
憲

を
許
さ
な
い
世
論
を
大
き
く
す
る

こ
と
が
大
事
だ
。

　

住
友
評
議
員
の
脱
原
発
運
動
へ

の
参
加
に
敬
意
を
表
す
る
。
原
発

事
故
以
来
、
世
論
調
査
で
も
再
稼

働
反
対
が
過
半
数
で
あ
り
、
世
論

に
よ
っ
て
原
発
再
稼
働
を
押
し
と

ど
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た

い
。

　

上
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
警
察
官
が
中
皮
腫
で
亡
く
な

ら
れ
た
こ
と
は
残
念
だ
。
一
般
市

民
に
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
「
環
境
曝

露
」
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
明
る

み
に
な
っ
た
。
デ
ー
タ
の
公
開
・

調
査
・
検
証
を
求
め
て
い
き
た

い
。

　

高
原
評
議
員
代
理
の
発
言
に
つ

い
て
、
昨
年
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
、
朝
鮮
半
島
で
非

核
化
に
向
け
た
大
き
な
運
動
が
起

こ
っ
て
い
る
。
３
千
万
人
署
名
と

核
廃
絶
署
名
を
集
め
、
核
廃
絶
運

動
に
精
力
的
に
取
り
組
み
た
い
。

公
開
講
演
会
「
憲
法
９
条
は
世
界

遺
産　

保
守
本
流
・
古
賀
誠
さ
ん

が
語
る
不
戦
と
平
和
の
誓
い
」
を

開
催
予
定
だ
。
古
賀
誠
さ
ん
は
自

民
党
の
宏
池
会
会
長
、
日
本
遺
族

会
会
長
を
長
ら
く
務
め
ら
れ
て
い

た
保
守
本
流
の
政
治
家
だ
が
、
戦

争
を
知
る
世
代
と
し
て
安
倍
政
権

の
動
き
に
は
強
い
危
機
感
を
持
た

れ
発
言
さ
れ
て
い
る
。

　

政
党
支
持
や
思
想
信
条
を
超
え

て
、
戦
争
に
反
対
し
平
和
憲
法
を

守
る
大
切
さ
を
確
認
す
る
貴
重
な

機
会
だ
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
か
つ

て
国
民
全
体
で
反
対
し
て
い
た
国

民
総
背
番
号
制
が
、
為
政
者
の
執

念
に
よ
り
復
活
し
た
も
の
で
、
恐

怖
を
感
じ
る
。
政
権
が
暴
走
す
れ

ば
、
制
度
の
悪
用
は
止
ま
る
こ
と

は
な
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
健
康
情
報
な

ど
と
の
「
紐
付
け
」
が
完
成
す
る

と
、
思
想
、
趣
味
、
信
仰
も
合
わ

せ
て
管
理
さ
れ
て
し
ま
う
。
協
会

は
医
療
者
の
団
体
と
し
て
、
特
に

健
康
情
報
・
遺
伝
情
報
な
ど
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
と
紐
づ
け
さ
れ
な
い

よ
う
注
視
し
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

し
、
過
去
最
高
の
１
１
４
４
人
が

参
加
し
た
。
届
け
出
な
け
れ
ば
減

算
と
な
る
「
院
内
感
染
防
止
対
策

に
係
る
施
設
基
準
」
対
応
の
研
究

会
も
各
地
で
開
催
し
、
６
会
場
で

７
０
０
人
を
超
え
る
申
し
込
み
が

殺
到
し
て
い
る
。

　

３
月
か
ら
の
研
究
会
活
動
で
60

人
以
上
が
入
会
し
、
今
年
度
総
会

目
標
２
１
５
０
人
を
超
過
達
成
し

た
。
研
究
会
活
動
は
、
署
名
な
ど

で
会
員
の
声
を
集
め
る
運
動
で
も

あ
る
。
集
ま
っ
た
声
は
今
月
も
厚

労
省
へ
伝
え
た
。

　

ま
た
、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
」
運
動
で
は
、
６
月
に
市
民
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
口
か
ら
見
え
る
子

ど
も
の
貧
困
」
を
開
催
す
る
。

医
療
や
介
護
の
実
践
を
交
流
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、「
医
療
と
福

祉
を
考
え
る
会
」
を
定
期
的
に
開

催
し
99
回
を
迎
え
た
。
第
１
０
０

回
は
７
月
に
支
部
総
会
の
記
念
企

画
と
し
て
行
う
予
定
だ
。

　

最
近
は
病
院
と
の
連
携
を
め
ざ

し
て
、
病
院
内
で
開
催
し
て
い

る
。
２
月
に
は
、
県
立
尼
崎
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
内
の
会
議
室
を
借

り
、「
お
口
か
ら
考
え
る
健
康
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
歯
科
口
腔
外

科
科
長
の
藤
村
和
磨
先
生
に
講
演

い
た
だ
い
た
。

　

地
域
の
医
療
連
携
に
資
す
る
同

企
画
を
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て

い
き
た
い
。

　

組
織
拡
大
で
は
、
歯
科
で
目
標

を
超
過
達
成
し
た
。
会
員
総
数

は
、
一
昨
日
で
７
４
４
３
人
と
過

去
最
高
だ
。
勤
務
医
拡
大
に
重
点

を
置
い
て
お
り
、
勤
務
医
の
先
生

の
目
に
付
く
よ
う
協
会
の
ポ
ス
タ

ー
の
各
病
院
内
へ
の
掲
示
を
進
め

　

宮
﨑
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
支
部
と
し
て
も
被
災
地
支
援

に
も
力
を
い
れ
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。
借
り

上
げ
復
興
住
宅
か
ら
強
硬
に
被
災

者
を
追
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
西

宮
市
長
が
変
わ
り
、
和
解
の
方
向

が
見
え
つ
つ
あ
る
。
被
災
者
の
健

康
権
を
守
る
立
場
を
堅
持
し
た

い
。

　

宇
野
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
地
域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会

で
は
、
医
療
圏
の
合
併
で
医
療
環

境
が
非
常
に
悪
く
な
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
引
き
続
き
地
域
医
療
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

安
部
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
三
田
市
の
子
ど
も
医
療
費
助

成
が
改
悪
さ
れ
た
の
は
大
変
残
念

だ
。
病
院
の
合
併
計
画
も
あ
る
が

目
的
は
病
床
削
減
だ
。
住
民
と
と

も
に
運
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

　

谷
口
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
森
友
・
加
計
学
園
問
題
の
本

質
は
国
政
と
税
の
私
物
化
だ
。
税

は
社
会
保
障
に
使
う
べ
き
だ
と
訴

え
て
い
く
。
貧
富
の
格
差
拡
大

は
、
一
部
の
大
企
業
や
富
裕
層
に

富
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。
所
得
の
再
配
分
は
、
社
会
保

障
を
拡
充
し
な
い
限
り
で
き
な

い
。

　

佐
々
木
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
パ
リ
不
戦
条
約
は
人
類
史
上

初
め
て
戦
争
は
違
法
だ
と
発
表
し

た
。
歴
史
的
に
は
国
連
憲
章
や
日

本
国
憲
法
９
条
の
戦
争
放
棄
に
盛

　

島
津
評
議
員
か
ら
は
、
い
つ
も

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
る
。
協
会
と
保
団
連
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
だ
。
一
昨

年
も
住
民
税
の
特
別
通
知
に
従
業

員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
、
事
業
主
に
送
付
さ
れ
た
が
、

協
会
は
厳
し
く
抗
議
し
、
総
務
省

に
撤
回
さ
せ
た
。
今
後
保
険
証
と

紐
づ
け
ら
れ
る
と
、
病
歴
な
ど
が

政
府
に
把
握
さ
れ
か
ね
な
い
。
今

　

冨
澤
評
議
員
か
ら
の
発
言
に
つ

い
て
、
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
の

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
先
生

方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

今
次
改
定
で
は
、
感
染
対
策
の

届
出
が
な
い
と
基
本
診
療
料
を
減

算
す
る
と
い
う
暴
挙
が
あ
っ
た

が
、
厚
労
省
に
強
く
撤
回
を
求
め

て
い
く
。
社
会
保
障
の
充
実
こ
そ

が
今
日
の
わ
が
国
に
求
め
ら
れ
る

喫
緊
の
課
題
だ
。
貧
困
問
題
に
起

因
す
る
健
康
格
差
等
の
問
題
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
み
た

い
。

し
し
て
い
る
。
借
金
を
早
く
返
さ

ね
ば
な
ら
な
い
と
政
府
も
考
え
て

い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

八
木
副
議
長
の
発
言
に
つ
い

て
、
韓
国
視
察
へ
の
ご
尽
力
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
支
払
基
金
の
業

務
効
率
化
・
高
度
化
計
画
は
医
師

の
裁
量
を
狭
め
る
も
の
で
、
日
本

で
も
医
療
費
抑
制
政
策
に
利
用
さ

れ
る
懸
念
も
あ
る
。

　

綿
谷
理
事
の
発
言
に
つ
い
て
、

尼
崎
支
部
で
の
「
医
療
と
福
祉
を

考
え
る
会
」
の
継
続
に
敬
意
を
表

す
る
。
多
職
種
に
わ
た
る
、
多
彩

な
内
容
の
会
を
今
後
と
も
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

谷
垣
理
事
の
発
言
に
つ
い
て
、

公
立
豊
岡
病
院
、
公
立
香
住
病
院

の
入
会
は
、
私
た
ち
の
活
動
へ
の

理
解
と
期
待
の
表
れ
だ
。
日
高
医

療
セ
ン
タ
ー
問
題
で
も
病
床
廃
止

を
「
縮
小
」
に
押
し
と
ど
め
ら
れ

た
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
。

　

宮
武
副
理
事
長
の
発
言
に
つ
い

て
。
５
月
22
日
現
在
会
員
数
は
７

４
４
３
人
に
達
し
、
過
去
最
高

だ
。
ま
た
、
県
内
二
つ
の
大
学
病

院
や
、
先
ほ
ど
の
但
馬
支
部
の
２

病
院
を
含
め
、
公
的
病
院
、
大
学

病
院
に
も
ご
入
会
い
た
だ
い
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
す
る
。

　

病
院
勤
務
医
に
対
し
て
は
、
勤

務
医
部
を
新
設
し
、
さ
ら
に
力
を

入
れ
た
い
。
勤
務
医
生
活
を
取
り

巻
く
環
境
に
悩
み
や
問
題
が
生
じ

た
場
合
、
寄
り
添
う
組
織
や
団
体

は
少
な
い
。
共
済
だ
け
で
な
く
、

協
会
の
主
張
や
活
動
を
理
解
し
、

共
感
で
き
る
勤
務
医
の
先
生
方
の

入
会
を
、
自
信
を
持
っ
て
勧
め
て

い
き
た
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

清
水
理
事
の
文
書
発
言
に
つ
い

て
、
改
定
研
究
会
の
講
師
、
司
会

・
情
勢
報
告
を
さ
れ
た
先
生
方

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。
日
常
診
療
経
験
交
流
会

な
ど
の
研
究
会
活
動
は
会
員
の
評

判
も
高
く
、
活
動
の
中
心
だ
。

だ
。

　

大
橋
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
は
、

厚
生
労
働
省
の
通
知
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。
不
合
理
是

正
も
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
で

訴
え
て
い
る
。

　

協
会
も
取
り
組
ん
で
い
る
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！　

３
千
万
人

署
名
」
は
５
月
11
日
時
点
で
、
全

国
で
１
３
５
０
万
筆
集
ま
っ
た
。

私
た
ち
も
最
後
の
が
ん
ば
り
で
さ

ら
に
集
め
た
い
。「
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る
核

兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

も
協
力
し
て
、
協
会
主
催
で
市
民

　

厚
労
省
の
「
支
払
基
金
改
革
」

で
生
じ
る
問
題
点
を
調
査
す
る
た

め
、
保
団
連
と
し
て
５
月
３
日
か

ら
６
日
に
日
本
が
モ
デ
ル
と
し
て

い
る
韓
国
を
訪
問
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
レ
セ
プ
ト
を
電
算

処
理
で
完
結
さ
せ
る
た
め
、
検
査

や
投
薬
の
上
限
が
厳
格
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、
医
師
の
裁
量
の
余
地

が
少
な
い
。
日
本
で
も
厚
労
省
が

電
算
処
理
を
推
進
す
る
あ
ま
り
、

医
師
の
裁
量
が
狭
め
ら
れ
た
り
、

医
療
費
抑
制
策
に
利
用
さ
れ
な
い

よ
う
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

但
馬
支
部
で
は
公
立
豊
岡
病
院

と
公
立
香
住
病
院
が
協
会
に
入
会

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
適
時
調
査
対

策
な
ど
で
日
常
的
に
関
係
を
作
っ

て
き
た
こ
と
が
成
果
に
つ
な
が
っ

た
。
勤
務
医
の
先
生
方
へ
の
入
会

の
呼
び
か
け
も
強
化
し
た
い
。

　

公
立
日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
無
床

化
問
題
で
は
地
元
住
民
か
ら
２
万

筆
を
超
え
る
反
対
署
名
が
集
ま

り
、
30
床
へ
の
減
床
で
決
着
し
た

が
、
医
師
不
足
や
在
院
日
数
の
上

限
な
ど
で
30
床
を
十
分
に
活
用
で

き
て
お
ら
ず
、
同
セ
ン
タ
ー
の
改

築
計
画
も
見
直
し
が
発
表
さ
れ

た
。
今
後
ど
う
な
る
か
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
だ
。

　

但
馬
で
は
介
護
の
受
け
皿
と
な

る
病
院
が
少
な
く
、
多
く
の
人
が

他
の
地
域
の
病
院
に
入
院
し
て
い

る
。
病
床
や
病
院
を
な
く
す
計
画

に
は
、
住
民
と
と
も
に
反
対
し
て

い
き
た
い
。

　

社
会
保
障
費
に
よ
り
財
政
が
破

綻
す
る
と
い
う
考
え
は
、
直
接
金

融
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
誤

っ
て
い
る
。
銀
行
を
中
心
と
し
た

現
在
の
金
融
シ
ス
テ
ム
な
ら
、
政

府
が
国
債
を
発
行
し
て
銀
行
か
ら

借
り
た
お
金
は
、
政
府
の
支
出
と

し
て
国
民
に
支
払
わ
れ
国
民
の
預

金
に
な
る
。
つ
ま
り
政
府
借
金
が

増
え
れ
ば
政
府
支
出
も
増
え
、
国

民
の
預
金
に
回
り
、
税
収
も
増
え

る
の
で
財
政
均
衡
と
社
会
保
障
充

実
は
両
立
す
る
。
こ
の
考
え
を
も

う
一
度
検
討
い
た
だ
き
、
協
会
の

政
策
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

地
域
医
療
へ
の

ご
尽
力
に
感
謝

副理事長
武村 義人

改
憲
反
対
、核
兵
器
廃
絶

求
め
運
動
進
め
る

副理事長
加藤 擁一

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

反
対
に
声
上
げ
続
け
る副理事長

辻　一城

歯
科
の
基
本
診
療
料
減
算

強
く
撤
回
求
め
る

副理事長
足立 了平

勤
務
医
の
入
会

自
信
持
っ
て
勧
め
よ
う

 

西
山 

裕
康
理
事
長

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
の
お
願
い組織部

宮武博明副理事長

医
療
と
福
祉
を
考
え
る
会

１
０
０
回
開
催

尼崎支部

綿谷茂樹理事

研
究
・
組
織
・
運
動
を

三
位
一
体
で
取
り
組
む

歯科部会

冨澤洪基評議員

公
立
病
院
の
入
会
と

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
問
題

但馬支部

谷垣正人理事

支
払
基
金
業
務
効
率
化

高
度
化
計
画
と
韓
国
視
察

審査対策部

八木秀満副議長

医
療
福
祉
の
充
実
と

財
政
の
均
衡
は
両
立
す
る

政策部

幸田雄策評議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

本
当
の
恐
怖

歯科部会

島津俊二評議員

「
憲
法
９
条
は
世
界
遺
産
」

古
賀
誠
講
演
会
へ
参
加
を

反核・平和運動部

高原周治評議員代理

　

藤
末
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
労
基
法
違
反
や
不
適
切
な
労

務
管
理
の
常
態
化
な
ど
、
勤
務
医

の
過
重
労
働
と
自
己
犠
牲
は
限
界

で
、
診
療
科
閉
鎖
や
外
来
縮
小
の

動
き
が
、
地
域
医
療
に
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
関
係
団
体
と
の

協
同
を
強
め
「
医
師
と
診
療
報
酬

の
増
加
な
く
し
て
改
革
な
し
」
の

立
場
で
発
信
を
強
め
た
い
。

　

幸
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
私
た
ち
は
財
源
は
負
担
能
力

の
あ
る
企
業
、
高
所
得
者
を
中
心

に
公
平
な
負
担
を
求
め
て
い
る
。

逆
進
性
の
点
か
ら
消
費
税
増
税
に

は
反
対
だ
。
赤
字
国
債
の
発
行
の

是
非
は
、
兵
庫
協
会
や
保
団
連
と

し
て
結
論
を
示
し
て
い
な
い
。

　

安
部
評
議
員
の
発
言
に
関
連
し

て
、
政
府
は
13
年
前
の
Ｐ
Ｂ
黒
字

化
方
針
を
、
都
合
14
年
間
先
延
ば

　

歯
科
部
会
は
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
研
究
会
を
10
会
場
で
開
催
　

支
部
で
は
多
職
種
の
方
が
在
宅

て
い
る
。
勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
の
今

春
号
も
作
成
し
、
他
協
会
か
ら
も

好
評
だ
。
勤
務
医
部
会
が
今
年
で

き
、
６
月
に
は
保
団
連
の
勤
務
医

交
流
会
を
兵
庫
協
会
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
生
方
に

は
会
員
拡
大
に
際
し
、
紹
介
状
な

ど
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

文
書
発
言

研
究
部　

清
水
映
二
理
事

　

「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時

改
定
と
第
27
回
日
常
診
療
経
験
交

流
会
へ
の
協
力
の
お
願
い
」

後
も
声
を
上
げ
て
い
く
。
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図１　関節円板前方転位症例では顎位是正により下顎は前下方に
移動し、患側臼歯には咬合間隙が生じる　　　　　

図２　顎位是正後に生じる臼歯部咬合間隙を
補綴で対応　　　　　　　　　

図３　グループファンクションの最後臼歯の
受ける負担過重　　　　　　　

はじめに
　利き手、利き足、利き眼、利き耳
などの側性と同様に、咀嚼において
も側性があり、習慣性咀嚼側（噛み
癖のある側）と表現されており、健
常有歯顎者では、多くの場合、大き
な影響を与えることなく存在してい
ます１）。しかし咀嚼の偏りが顎関節
症２）に関連する報告もあり、偏り
の程度によっては顎口腔系に大きな
影響を与える場合もあります。
　片側性関節円板前方転位している
症例では、転位側が習慣性咀嚼側と
なり、硬い食品を咀嚼する際にはそ
の傾向が強くなることが皆木ら３）

により報告されています。
　この関節円板前方転位側は、顎関
節症で最もよく見られる病態であ
り、顎関節症患者の約60～70％に認
められます。転位側での作業側側方
運動時に顆頭の運動範囲が増加する
ことから４）、転位側の歯や歯周組織
に過大な力が加わることが考えられ
ます。
　顎関節症と咬合性外傷との関連性
を研究した荒木ら５）の報告では、
顎関節痛障害（Ⅱ型）と顎関節円板
障害（Ⅲ型）で、顎関節の患側と同
側での咬合性外傷の存在に相関性を
報告しています。

受圧サイドの支持力の
向上から荷重負担の制御
　中等度以上に進行した歯周炎では
歯周組織の支持能力が低下するた
め、２次性咬合性外傷を生じます。
このため外傷性咬合のコントロール
がプラークコントロールと同様に重
要となります。
　これまで咬合性外傷のコントロー
ルは、力を受け止める側（受圧サイ
ド）の支持力の向上を目的として、
病的移動した歯の歯軸やトゥースポ
ジションの改善、広範囲な連結固定
や、残存歯の保護の観点から可撤性
部分床義歯やインプラント補綴によ
る欠損補綴が行われてきました。
　しかし最近では、加わる外傷的な
咬合力（荷重負担）のコントロール
を目的とした認知行動療法や覚醒時
ブラキシズム、日常の習慣（態癖）
などにも注目が払われてきていま
す。

習慣性咀嚼側と
顎関節円板転位側
　片側性の関節円板転位側と習慣性
咀嚼側には一致性があると報告され
ています３）。著者もこれまで、習慣
性咀嚼側（噛み癖のある側）では外
傷的咬合による知覚過敏症や咬合
痛、歯の異常な咬耗、歯髄の失活、
度重なる補綴装置の破損や脱離、進
行した歯槽骨吸収や歯の病的移動を
認める症例を多く経験してきまし
た。長期的に歯周組織を安定させ、
機能を維持するためには、歯周組織
に炎症や咬合性外傷を誘発しないよ
うに配慮することが重要です。
　関節円板転位を伴う症例では「受

圧サイドの支持力の向上を目的とし
た歯列保全のための口腔機能回復治
療」に加え、「外傷性咬合力（荷重
負担）の制御を目的とする顎位の是
正（顎関節治療）や認知行動療法」
を、メインテナンスやSPTを考慮し
て治療計画に取り入れていく必要が
あると感じています６）。

咬合と顎関節症
　現在「咬合は顎関節症の原因とし
ての関連性が少ないという見解」が
一般的となっています。しかし、顎
関節治療と咬合を切り離すことがで
きるかというと不可能であり、顎関
節症状発現と同時に咬合の不調和が
生じ、非生理的咬合となります７）。
　関節円板転位で経過の短い症例で
は保存的治療により生理的咬合を回
復できる症例も少なくはありませ
ん。しかし転位後の経過が長い症例
（顎関節に生じた異常症状に自覚の
ないまま経過したと思われる症例）
では、習慣性咀嚼側で歯や歯周組織
がダメージを受けて、進行した咬耗
や歯冠破折、垂直性骨吸収や歯の病
的移動などにより咬合高径の低下を
生じている場合が少なくありませ
ん。
　顎関節の保存的治療により顎位の
改善が得られた結果、下顎は前下方
に移動し、臼歯部では咬合接触が失
われ咬合の不調和が生じることにな
ります。そのような症例では、咀嚼
機能改善のために治療介入により治
療的咬合を獲得する必要性がありま
す（図１、２）。

顎関節円板転位とブラキシズム
によるさまざまな咬合性外傷
　著者が歯科医師になった30年前に
比べ、プラークコントロールの不良
によるう蝕は激減しましたが、咬合
由来（マイクロクラック）のう蝕が
増加してきていると感じています。
　例えば「ちゃんと歯ブラシしてい
るのに虫歯になった」と不平をもら
される患者さんの首の状態を拝見す
るとストレートネックとなっている
ことが多いと感じています。ストレ
ートネックとなっている患者さんで
は下顎が後退位をとります。この状
況にブラキシズムが加わると、７番
（あるいは歯列の最後方歯）に荷重
負担となり、歯は圧下されてフェス
トゥーンやプロービング時の出血、
歯の破折を認めることも少なくあり
ません。
　PCやタブレットの普及が進み、
ストレートネックの患者さんの数は

ョンとなっている場合も少なくあり
ません。
　そのような症例では、軽く噛み合
わせて側方運動した時の作業側顆頭
の移動量は0.3～1.2㎜なのに対し
て、最大に噛みしめた時の移動量は
その２～３倍に増大します。このた
め軽く噛み合わせて側方運動した時
に作業側で犬歯から第２大臼歯まで
均等にガイドしているグループファ
ンクションでは、睡眠時のパラファ
ンクションでグラインディングを行
うと、顎関節に近接する後方歯ほど
著しくジグリングが起こります。こ
のため第２大臼歯に荷重負担が生じ
ます８）（図３）。
　この際、下顎の頬側咬頭は機能咬
頭であり加わった力を支持組織の比
較的広い範囲に分散でき歯冠破折や
歯周組織破壊までは至りませんが、
上顎では非機能咬頭である頬側で
は、力が頬側に集中し冷水痛や咬合
痛、動揺、歯周組織が健常であれば
歯根破折を生じることになります。

まとめ
　習慣性咀嚼側（噛み癖のある側）
では、知覚過敏症、歯の失活、歯の
破折以外にも、歯内療法や歯周治療
に対する組織の改善が思わしくない
などの影響を認めることが少なくあ
りません。このためメインテナンス
時には、プラークコントロールだけ
ではなく、顎関節と下顎位の安定に
も配慮し、患者さんにも生活習慣で
の姿勢が下顎位に大きく影響するこ
とを認識してもらうことは、プラー
クコントロールと同様に大切なこと
だと思います。
（追記）
　本内容をより良く理解していただ
くために「小出馨の臨床が楽しくな
る咬合治療：デンタルダイヤモンド
社」と「日本臨床歯科補綴学会の基

本８カ月コース」を推薦致します。
 （４月29日、歯科定例研究会より）
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習慣性咀嚼側に生じる
咬合性外傷

増加していると考えら
れます。歯ブラシだけ
ではう蝕の予防ができ
ない場合もあることを
含め、歯や歯周組織へ
のダメージを与える外
傷性咬合の存在を、患
者さんに啓蒙していく
必要が出てきていま
す。
　顎関節円板転位のあ
る症例では転位側での
習慣咀嚼とブラキシズ
ムにより、咬耗が進行
して側方運動のガイド
がグループファンクシ

治療的咬合位での補綴治療で咬合再構成

軽く噛み合わせて側方運動した時の作業側顆頭に移動量は0.3～1.2㎜

最大に噛みしめた時の移動量はその２～３倍（1.0～2.5㎜）に増大
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